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工
業
に
於
げ
る
経
笹
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

大

塚

朗

一
、
市

宮.. 

'" 

工
業
生
産
の
行
は
れ
る
地
動
(
戸

GEEC口
三

円

Z
Z
E
M円
q
w
m門戸
E
Cユ
色
町
『

HEF目
的
丹
江
町
ロ
)
の
問
題
は
、

極

構

活
動
の
地
方
的
分
布

(
C
E
Kロ
〈
町
『

E
-
E
m
品
目
『
ヨ
g
R
r
-
一n
r
g
J司
王
印
岳
山
吉
宮
巴

m
E
C
に
闘
す
る
一
般
的
研

究
、
乃
至
は
艦
掛
現
象
の
空
間
的
分
布
的
研
究
、
夏
に
叉
或
は
各
種
生
産
部
門
に
劃
す
る
土
地
手
段
の
分
配
の
研

究
の
一
部
と
し
て
、
夙
に
若
干
の
園
民
経
済
撃
者
、
乃
至
は
狭
〈
経
済
地
理
皐
者
の
聞
に
て
熱
心
な
注
意
の
掛
象

と
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
此
等
の
揚
合
に
於
け
る
研
究
の
中
心
的
興
味
は
、
本
来
は
、

一
般
に
工
業
生
産
の

所
在
地

(
ω
z
z
o
Z
)
を
、
園
民
経
済
若
〈
は
庚
〈
人
類
経
済
の
会
艦
的
構
遣
を
造
り
上
げ
る
一
つ
の
要
素
と
見
て
、

そ
れ
の
地
理
的
分
布
が
如
何
な
る
因
果
的
闘
聯
に
で
生
起
す
る
か
を
語
る
法
則
の
究
明
に
存
し
て
ゐ
る
。
然
れ

ど
色
、
工
業
生
産
の
所
在
地
な
る
も
の
は
、
叉
右
の
場
合
の
色
の
と
は
共
の
意
義
を
異
に
し
た
る
、
別
の
一
見
地

工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
蓬
定
に
就
い
て

第
四
十
一
審

五

九

第
四
時
蜘

丹、

五

Alfred Weber， uo:::ber den Stando廿 derJ[ndustrien，[909. S. 1. 
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工
業
に
於
げ
る
綬
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

五=一

o

入
六

第
四
時
職

に
於
い
て
、
愚
問
的
論
議
の
艶
象
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
は
、
庚
〈
枇
合
的
工
業
生
産
の
金
曜
的

構
造
に
藩
眼
す
る
の
で
は
無
〈
て
、
問
題
の
中
心
賄
は
各
箇
的
工
企
業
の
生
産
的
作
業
組
織
、
印
ち
生
産
的
経
替

(
市
「
O
仏

t
r
E
4
-
m
円
出
向
庄
内
ず
)
の
一
つ
一
つ
の
上
に
置
か
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
粧
替
の
所
在
地
を
以
て
、

各
箇
企
業

の
牧
利
性
要
素
(
同

g
S
E
E
z
r
r
g『
)
の
一
っ
と
認
め
、
こ
れ
を
如
何
な
み
地
理
的
聞
係
の
位
置
に
設
置
す
る
こ

と
が
A
ロ
目
的
な
る
か
を
、

原
則
的
に
論
定
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
c

凡
そ
企
業
の
輝
崎
明
日
経
済
事
が
任
務
と
す
る
所
は
、
企
業
の
構
造
的
閥
脚
上
に
存
花
す
る
一
切
の
牧
利
性
要
素
晴
信

取
上
げ
て
、
ぞ
れ
の
本
質
的
作
用
を
間
明
し
、
共
の
認
識
に
立
脚
し
て
、
各
筒
的
経
替
を
構
造
的
素
材
と
し
て
ゐ

る
企
業
の
目
的
遁
合
的
構
造
原
則
を
論
定
す
る
こ
と
に
存
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
経
管
の
所
在
地
は
企
業
の
牧
利

性
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
の
地
理
的
関
係
の
如
何
が
企
業
の
牧
利
性
に
大
な
る
影
響
を
奥
へ
る
こ
と
が
、

貫
際
的
じ
色
、
皐
理
的
に
も
明
瞭
に
認
識
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
め
る
。
而
し
て
、
何
慮
に
粧
径
を
設
置
す
る
か
も
、

一
般
に
は
、
賞
際
上
外
部
的
に
制
限
を
受
け

a

さ
る
所
の
事
項
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
企
業
の
糧
管
極
構
皐
・
と

し
て
、
営
然
に
経
替
所
在
地
建
定
の
問
題
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
経
管
艦
糟
墜
と
し
て
は
、
従
来
兎
角
に
此
の
問
題
を
軽
く
取
扱
っ
て
来
七
傾
が
あ
る
。
勿
論
、
園
民

経
済
準
的
見
地
に
で
工
業
生
産
の
地
方
的
分
布
が
論
ぜ
ら
れ
た
る
場
合
に
も
、
共
の
議
論
の
方
法
と
し
て
は
、
ム
同

理
性
の
支
配
が
行
は
れ
る
一
枇
合
的
経
掛
に
於
い
て
、
工
業
生
産
の
各
箇
的
所
在
地
が
生
起
す
べ
き
根
擦
の
理
論
的

検
討
に
共
の
立
論
を
出
費
せ
し
め
て
ゐ
ゲ
。
だ
か
ら
、
共
の
議
論
的
過
程
の
上
で
、
必
然
、
牧
利
性
要
素
と
し
で

例へば、 A.Weberの工業所在地論 (Ueberden ~;t:，lr.!dort de1" Industrie， 1909・
lridu.trielle SI四 dorI51ehre;.G. d. S. V!.)に於げるが知し。
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の
各
箇
的
経
緯
白
所
在
地
の
地
理
閥
係
的
函
数
債
値
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
、
本
来
此
の
場
合
に
は
、
経

管
所
在
地
の
関
す
る
限
り
の
最
高
目
的
適
合
的
企
業
構
造
様
式
を
得
る
こ
と
ぞ
以
て
最
後
の
問
題
に
し
て
ゐ
る
の

で
は
な
い
。
故
に
、
牧
利
性
要
素
と
し
て
の
各
箇
的
経
緯
所
在
地
の
地
理
的
位
置
関
係
に
卦
す
る
因
果
論
的
考
察

色
、
ぞ
れ
が
勢
ひ
偏
面
的
で
め
る
の
を
免
れ
難
〈
、
共
の
上
に
、
箇
冷
の
経
替
所
在
地
の
目
的
趨
A
目
的
選
定
を
具

間
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
綜
合
的
手
績
に
就
い
て
は
些
も
論
議
す
る
所
が
無
い
。

そ
こ
で
、

企
業
の
経
科
白
艦
油
開
皐
と
し
て
は
、
闘
民
経
済
摩
の
見
地
と
は
別
に
、

濁
自
の
見
地
か
ら
、

輝
笹
所
在

地
の
問
題
を
取
扱
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
小
篇
は
、

各
箇
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
生
産
的
作
業
組
織
の
所

在
地
の
目
的
域
合
的
一
選
定
の
問
題
じ
就
い
f

・
、
組
叫
官
経
神
間
四
ド
晴
見
地
h
y
ら
見
て
根
本
的
意
識
を
有
す
る
若
干
の
要

賭
を
考
察
し
ゃ
う
と
す
志
の
で
あ
る
。

ー
一、
一
一
般
的
経
醤
研
在
地
建
定
問
題
の
諸
範
晴

輝
雄
官
経
済
皐
に
於
い
て
輝
替
所
在
地
の
選
定
が
問
題
に
な
る
に
し
て
も
、
企
業
の
構
造
的
素
材
七
る
麗
替
の
活

動
内
容
は
、
具
瞳
的
に
は
、
銀
行
、
交
通
業
、
商
業
、
工
業
等
々
の
如
〈
管
業
部
門
の
別
に
従
っ
て
夫
冷
に
相
異

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
目
的
趨
合
的
な
る
経
替
所
在
地
の
位
置
的
規
定
も
、
叉
そ
れ
に
従
っ
た
差
別
を
示
す
べ
き

も
の
で
め
る
。
故
に
、
経
管
所
在
地
選
定
の
問
題
b
、
そ
れ
を
、
極
め
て
一
般
的
、
抽
象
的
に
、
各
管
業
部
門
の

活
動
内
容
の
具
韓
性
を
超
越
し
て
、
企
業
一
一
般
の
短
管
所
在
地
の
問
題
と
し
て
論
究
し
得
る
一
方
に
は
、
又
各
管

工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
ド
就
い
て

第
四
十
一
巻

五

第
四
競

八
七
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四
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審
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五
三
ニ

第
四
競

業
部
門
毎
に
分
け
て
別
々
に
特
殊
管
業
部
門
に
於
げ
る
所
在
地
選
定
問
題
と
し
て
論
守
る
こ
と
含
要
す
る
の
で
あ

る
。
-
こ
れ
は
、
管
業
部
門
の
差
別
よ
り
成
立
す
る
経
替
所
在
地
問
題
の
範
時
で
あ
る
。

次
に
、
経
轡
所
在
地
の
問
題
は
、
共
の
所
在
地
の
位
置
闘
係
の
宰
間
的
範
域
の
庚
さ
に
従
っ
て
、
数
箇
の
範
時

に
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
佐
詳
し
く
一
吉
田
へ
ば
、
控
管
所
在
地
選
定
の
問
題
は
、
ぞ
れ
が
闘
際
問
的
位
置
の
間

題
で
あ
る
か
、

一
圃
内
の
地
方
問
的
問
題
で
あ
る
か
、
更
に
一
地
方
に
於
け
る
地
直
問
的
問
題
で
あ
る
か
、
或
は
‘

叉
一
一
雌
替
の
内

Jmに
於
け
る
各
的
分
的
施
設
相
互
間
の
位
置
関
係
の
問
題
?
め
る
か
に
従
つ
七
、

回
吋
丙
思
〕
司
旬
、
・
3

nμ
旬
正

f
U
刊

L
3
b

異
hJ
、
共
の
解
決
の
諸
規
定
も
同
じ
か
ら
r
d

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

布
の
位
置
闘
係
的
範
域
の
庚
さ
の
方
面
か
ら
見
に
経
替
所
在
地
選
定
問
題
の
範
曙
の
中
に
で
も
、
殊
に
特
殊
の

意
義
を
有
す
る
も
の
は
、
園
際
問
的
選
定
の
問
題
と
、
経
管
内
部
の
各
部
分
的
施
設
相
互
間
の
位
置
決
定
の
問
題

と
で
あ
る
。

先
づ
、
経
管
所
在
地
の
圃
際
問
的
建
定
の
問
題
に
於
い
て
は
、
共
の
解
決
上
に
、
間
内
的
選
定
の
問
題
に
就
い

て
一
般
に
見
る
こ
と
を
得

F
る
、
特
殊
の
事
情
の
規
定
を
受
け
る
。
蓋
し
、
園
際
問
的
建
定
の
揚
合
に
は
闘
既
制
度

共
の
他
轍
出
入
に
劃
す
る
諸
般
の
政
治
、
行
政
的
聞
係
、

一
般
租
税
制
度
の
国
際
的
比
較
、
囲
内
的
及
び
闘
際
的

政
治
上
の
安
定
性
等
の
特
殊
的
事
情
が
、
甚
だ
重
要
な
意
義
を
有
す
る
因
子
と
し
て
、
経
替
所
在
地
の
目
的
趨
合

性
の
上
に
差
別
を
生
ぜ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
囲
内
的
選
定
の
問
題
は
、
普
通
一
般
に
は
、
右
の
如
き
事
情
に
よ

っ
て
影
響
を
受
げ
る
事
が
無
い
。

1) Hi四c:~， Abriss der StandoTts-.lehre， (Gl'undriss ..1Cl" Betriebswirtschaftslehre， 
Bd. 1I. Die Bet巾 l町 erwaltung，S. 172.) 



経
管
の
内
部
に
於
げ
る
各
部
分
的
施
設
相
互
間
の
位
置
決
定
の
問
題
は
、
同
じ
く
経
替
所
在
地
の
問
題
一
般
に

含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
乍
ら
も
、
共
他
の
場
合
の
位
置
閲
係
の
問
題
に
比
較
し
て
濁
特
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
。
此
の
場
会
に
は
、
会
一
憧
と
し
て
の
鰹
替
所
在
地
が
そ
れ
に
劃
す
る
製
品
市
場
、
原
料
生
産
地
、
勢
働
供

給
地
等
の
如
き
、
諸
々
の
外
部
的
事
情
と
の
聞
に
持
つ
所
の
位
置
闘
係
は
、
肢
に
所
典
的
な
る
も
の
と
し
て
こ
れ

を
共
の
僅
に
受
取
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
く
の
如
き
所
典
的
闘
係
の
上
に
置
か
れ
た
る
一
輝
替
の
内
部
に
て
、

各
箇
の
部
分
的
施
設
の
所
在
地
的
位
置
闘
係

(
ω
Z
E
Cユ
ユ
日
開
宮
町
一

zumg)
を
論
定
す
る
左
い
ふ
こ
と
が
、
経

管
内
的
所
在
地
問
題

(
E
2
2
Z
E
m
Z口
z
g
E号
号
吉
岡
市
=
)
の
内
市
町
一
で
あ
る
。

而
し
て
、
こ
こ
に
注
意
す
ぺ

E
こ
と
は
、

一
部
に
は
、
右
の
意
義
の
粧
品
向
冴
在
地
問
題
こ
そ
、
唯
一
異
寅
な
る

輝
信
組
瀕
摩
的
所
在
地
識
を
形
成
す
る
と
い
ふ
見
解
か
存
し
て
ゐ
る
乙
と
で
&
る
。
此
め
見
解
ド
よ
れ
ば
、
岡
民
粧

掛
撃
的
経
替
所
在
地
論
は
、

粧
替
の
所
在
地
を
、
謂
は
-Y
或
る
一
知
L
L
し
て
観
念
し
て
、
共
の
勅
の
外
繰
的
地
理

関
係
を
問
題
に
す
る
げ
れ
ど
も
、
経
替
内
的
所
在
地
論
は
経
管
の
劃
外
的
闘
係
を
全
〈
離
れ
て
、
専
ら
粧
替
の
艶

内
的
闘
係
に
著
眼
し
、
共
の
内
部
に
於
け
る
各
箇
的
部
分
施
設
の
設
置
の
錦
の
相
互
的
位
置
闘
係
を
問
題
に
す
る

所
の
、
経
管
中
心
的
考
察
と
し
て
、
濁
自
の
領
域
を
占
め
る
問
題
で
、
そ
れ
故
に
、
異
に
艦
替
極
端
併
皐
的
な
も
の

で
あ
る
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

成
程
、
経
管
経
済
準
的
考
察
の
一
特
質
と
し
て
、
著
眠
の
中
心
貼
を
、
各
箇
躍
替
若
〈
は
庚
〈
各
箇
企
業
の
上

に
置
く
と
い
ふ
の
は
、
そ
れ
は
正
嘗
な
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、

rか
ら
と
い
ふ
て
、
経
替
超
掛
撃
的
考
察
が
、

工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

第
四
務

丹、

ゴL

Jhrg. 2) C. Hundhausen， InnerbetribJiche日1四 ιorlsfragen (in Z. f. h. F. 20. 

s. 3・)
3) C. Hundhausen， a. a. O. S. 10. 



ヱ
業
に
於
げ
る
経
磐
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
審

コt

I旦l

第
四
披

九
Q 

必
然
的
に
共
の
視
野
を
頼
替
施
設
の
艶
内
的
相
互
関
係
の
上
の
み
に
限
る
と
い
ふ
の
は
、
認
識
の
不
足
に
基
〈
割
問

解
で
あ
る
。

艦
管
内
部
の
施
設
の
相
互
間
的
構
造
闘
聯
の
問
題
は
、
確
に
経
管
中
心
的
考
察
の
劃
象
営
成
せ
る
・
も
の
で
あ
る

こ
k
疑
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
経
管
所
在
地
問
題
に
於
げ
る
経
管
中
心
的
考
察
の
仕
方
と
し
て
は
、

更
に
な
ほ
別
の
側
面
に
於
い
て
固
有
の
劃
象
を
持
っ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
、

一
一
機
骨
が
統
一
的
一
輸
と
し
て
、
諸
般

の
外
部
的
事
情
に
掛
し
、
如
何
な
る
地
理
閲
係
的
位
簡
を
'
占
め
る
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
む

勿
論
、
各
箇
の
組
替
が
金
融
的
に
止
揚
、
統
一
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
成
立
し
て
ゐ
る
所
の
杢
瞳

的
生
活
艦
系
た
る
圃
民
程
棒
、
若
く
は
人
類
蛭
漕
を
ぱ
一
瞳
と
し
て
梶
へ
て
富
市
て
、
ぞ
れ
の
内
部
的
構
造
閥
聯
に

於
け
る
経
管
所
在
地
の
地
方
的
分
布
を
論
争
る
こ
と
は
、
到
底
経
管
中
心
的
考
察
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、

た
と
へ
そ
れ
が
経
管
自
腫
の
内
部
的
施
設
相
互
聞
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
経
管
の
技
術
的
内
部
闘
係
の
問
題
で
は

一
瞳
と
し
て
の
一
躍
替
の
所
在
地
炉
、
諸
般
の
外
界
的
事
情
に
劃
し
て
有
す
る
所
の
地
理
的
位

な
い
に
し
て
も
、

置
闘
係
を
一
つ
の
耽
利
性
因
子
と
認
め
て
、
ぞ
れ
の
有
hJ
方
の
上
に
最
高
の
目
的
趨
合
性
会
確
保
す
る
諸
傑
件
合

論
争
る
こ
と
が
、
経
済
的
意
味
闘
聯
の
上
か
ら
見
て
、
叉
同
じ
く
、
明
か
に
、

一
つ
の
経
管
中
心
的
考
察
の
仕
方

な
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
経
管
内
的
所
在
地
問
題
は
、
経
此
目
経
持
率
的
所
在
地
論
上
に
で
、
重
要
な
る
一
問
題
範
域
を
形
成
す

る
け
れ

E
色
、
ぞ
れ
の
み
が
経
替
経
済
率
的
所
在
地
問
題
の
一
切
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
得
無
い
。

*A 



替
を
会
一
瞳
的
に
把
握
し
て
、
ぞ
れ
の
所
在
地
の
劃
外
的
諸
事
情
に
劃
す
る
位
置
閥
係
の
目
的
趨
合
性
を
論
す
る
こ

と
が
、
別
に
又
、
粧
替
由
経
済
皐
上
の
所
・
在
地
論
の
任
務
で
あ
る
。
面
し
て
、
貸
際
的
現
象
と
し
て
こ
れ
を
見
る
に
、

企
業
と
し
て
の
工
業
生
産
が
開
始
せ
ら
れ
る
場
舎
の
所
在
地
闘
係
の
問
題
と
し
て
は
、
先
づ
第
一
に

一
聞
と
し

て
の
麗
餐
の
設
置
せ
ら
れ
る
場
所
の
枇
曾
閥
係
的
位
置
が
決
定
さ
れ
て
、
共
の
上
に
て
、
始
め
て
輝
管
内
部
の
諸

部
分
的
施
設
相

E
聞
の
位
置
闘
係
が
問
題
に
な
る
順
序
で
あ
る
。
加
之
、
企
業
の
牧
利
性
に
謝
す
る
影
響
闘
係
の

上
か
ら
見
て
色
、
賞
際
的
法
則
と
し
て
は
、
劃
外
的
経
傍
所
在
地
闘
聯
の
方
が
程
管
内
的
部
分
施
設
相
互
間
の
位

置
闘
聯
よ
り
も
、

一
一
層
重
要
な
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
色
の
で
あ
る
。

此
の
艦
修
所
産
地
の
掛
外
崎
欄
輔
の
四
川
越
の
中
仁
於
い
て
、

閣
際
問
的
所
在
地
建
定
問
題
が
一
範
域
営
占
め
る

け
れ

E
S
、
賞
際
上
は
肢
に
前
提
的
に
或
る
一
岡
内
に
地
理
的
範
域
を
限
定
し
て
、

共
の
内
部
に
於
け
る
艦
替
所

在
地
の
位
置
閥
聯
を
問
題
に
す
る
場
合
が
最
も
多
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
経
替
所
在
地
に
闘
す
る
経
営
経
樺
率
的
問
題
の
範
曙
と
し
て
は
、
岡
内
の
範
域
に
於
け
る
経
替
の

針
外
的
位
置
闘
聯
の
目
的
趨
合
性
を
論
争
る
こ
左
炉
、
最
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

経
替
麗
祷
皐
的
所
在
地
問
題
に
於
け
る
右
の
圏
内
的
の
範
鴫
は
、
慨
に
言
及
し
た
る
如
〈
、
夏
じ
二
つ
の
範
曙

に
分
h
r

れ
る
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
囲
内
に
て
地
方
間
的
に
所
在
地
を
選
定
す
る
問
題

(ω
巾

-
2
Z
2
0『
恒

]02-
白

3
と
で
あ
り
、
他
は

既
に
定
め
ら
れ
た
る
一
地
方
内
に
て
地
匡
間
的
に
共
の
敷
地
を
選
定
す
る
問
題
(
口
ぎ
2
2四
円
宮
山

3
つ
で
あ
る
。

工
業
に
於
げ
る
糧
管
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

五
三
五

第
四
披

:tL 
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工
業
に
於
げ
る
粧
瞥
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

第
四
競

五
三
六

九

地
方
問
的
に
所
在
地
ev-
選
定
す
る
問
題
が
起
こ
る
の
は
、
所
在
地
の
牧
利
性
要
素
と
し
て
の
趨
性
を
決
定
す
る

各
種
重
要
因
子
が
、

一
定
の
企
業
の
立
場
か
ら
見
て
、
地
方
間
的
に
夫
冷
特
異
の
性
質
を
有
す
る
こ
k
が
明
か
に

な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

経
替
所
在
地
を
設
置
す
べ
き
一
定
地
方
が
謹
捧
さ
れ
た
る
後
に
於
い
て
、
夏
に
共
の
内
部
に
て
特
定
地
匝
の
謹

定
一
か
問
題
に
な
る
の
は
、

一
定
地
方
が
、
他
の
地
方
に
劃
し
て
、
組
瞳
的
に
は
、
印
ち
一
地
方
と
し
て
は
、
通
じ

て
特
殊
性
含
有
す
石
紺
が
あ
り
.
叉
共
の
故
に
戎
る
地
方
が
所
在
地
1
こ
し
て
議
定
3
れ
る
に
し
C
品、

~Ü~ 
i也
:J'i 

内
の
諸
地
直
相
互
間
に
於
い
て
は
、
経
替
所
在
地
と
し
て
の
趨
性
を
制
約
す
る
諸
国
子
が
、
各
地
直
毎
に
事
情
を

異
に
す
る
所
が
あ
忍
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
、
同
一
の
地
方
的
範
域
に
所
属
し
て
ゐ
て
も
、
各
地
直
は
叉
夫
冷
に
、

土
地
債
格
闘
係
、

批
労
働
者
生
活
環
境
、

租
説
闘
係
、
諸
手
績
費
等
の
公
課
闘
係
、

主
要
交
通
機
関
へ
の
聯
絡
闘
係
、

並
び
に
叉
特
殊
自
然
的
事
情
等
の
勤
に
於
い
て
夫
ム
ザ
に
共
の
特
異
性
を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
い

て
、
地
方
内
部
に
於
け
る
地
直
問
的
所
在
地
選
捧
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

所
在
地
選
定
の
問
題
を
所
在
地
の
位
置
闘
係
の
範
域
の
庚
さ
に
従
っ
て
、
地
方
問
的
問
題
範
需
と
、
地
直
間
的

問
題
範
曙
と
に
分
か
つ
こ
と
に
関
聯
し
て
、

一
言
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
園
民
経
掛
皐
的
見
地
に
立

て
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
工
業
所
在
地
因
子
を
共
の
作
用
様
式
に
従
っ
て
、
地
方
的
因
子
(
「
mm一o
E
r
m
g
E
o
ユ

国

F
E
2
2
)
と
二
地
方
内
に
て
地
直
間
的
に
所
在
地
を
集
積
乃
至
分
散
す
る
(
即
興
}cgm
ユ
R
E
C色
町
「
号
m
-
o
g
E
m

『
町
三
作
用
を
な
す
所
の
地
区
的
因
子
L
」
に
分
か
つ
設
に
反
劃
す
る
見
解
の
存
し
て
ゐ
る
こ
と
で
め

4

針
。
こ
こ
に
地

Weber， Uber den Standort der Indu!olotrien. S， 19・
野副重夫氏，工業立地因子の段階観(経湾皐論集，新法王披， 25頁以下)



方
的
因
子
と
い
ふ
の
は
、

一
司
会
瞳
的
経
掛
瞳
系
内
に
て
金
工
業
生
産
の
所
在
地
を
各
部
門
に
従
っ
て
地
方
的
に
、

卸
ち
地
表
の
各
地
拙
に
庚
〈
分
布
せ
し
め
る
仕
方
の
作
用
を
な
す
因
子
で
あ
り
、
地
直
的
因
子
と
は
‘
か
〈
の
如

き
地
方
的
因
子
の
作
用
に
よ
っ
て
工
業
生
産
の
所
在
地
が
、
出
聞
き
範
園
に
亙
っ
て
一
旦
分
布
せ
し
め
ら
れ
、
そ
こ

に
形
成
さ
れ
た
根
本
的
所
在
地
網
の
各
箇
細
目
内
仁
て
、
各
部
分
的
地
直
を
基
準
に
し
て
見
て
、
或
は
所
在
地
を

分
散
せ
し
め
、
或
は
こ
れ
を
集
中
せ
し
め
る
作
用
を
な
す
所
の
因
子
の
こ
と
で
あ
る
。

所
在
地
因
子
の
中
に
、
右
の
如
き
作
用
様
式
に
よ
り
て
、
地
方
的
所
在
地
因
子
と
、
地
直
的
所
在
地
因
子
と
の

二
つ
に
階
段
的
差
別
を
設
け
る
と
い
ふ
こ
と
に
反
劃
す
る
見
解
の
要
旨
は
次
の
如

t
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
郎
ち
、

慈
悲
費
目
に
し
て
も
、
叉
勢
働
費
目
に
し
て
も
、
何
等
か
特
定
の
.
項
目
が
、

一
般
的
に
、
草
濁
に
て
、

一
一
綿
掛
領

載
内
じ
於
M
W

石
或
石
一
一
地
駄
を

b

決
定
的
に

b

そ
れ
が
最
大
の
費
用
節
約
を
可
飽
な
ら
し
め
4
0
が
批
き
資
格
を
有

す
名
所
の
所
在
地
と
な
ら
し
め
る
作
用
を
な
し
得
る
色
の
で
は
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
に
立
脚
し
て
ゐ
名
。

こ
こ
で
は
、
右
の
見
解
を
批
評
し
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
く
と
も
、
園
民
経
神
撃
的
工

業
所
在
地
論
を
離
れ
て
、
糧
管
経
持
率
的
所
在
地
選
定
論
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
見
る
時
に
は
、
若
し
、
右
の
如
き

見
解
に
牽
制
き
れ
て
、
盤
替
極
梼
準
的
工
業
経
替
所
在
地
選
定
問
題
の
中
に
て
、
地
方
的
範
時
と
地
直
的
範
時
と

の
別
が
立
て
ら
る
べ
き
こ
と
ぞ
否
定
す
る
に
至
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
明
か
に
誤
解
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

-
次
に
、
英
の
事
を
説
明
し
た
い
。

先
づ
、
特
定
の
箇
別
企
業
に
就
い
て
共
の
趨
替
所
在
地
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、
共
の
謹
定
的
考
慮
に
劃
す

工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
時
現

第
四
十
一
巻

五
三
七

九

WebeT， a. a. O. S. 19・
野副氏，掲前， 40頁以下

8) 
9) 



工
業
に
於
げ
る
経
幣
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

r
A

三
八

第
四
時
臨

:iL 
問

る
資
料
と
し
て
、
共
の
企
業
の
魚
の
製
品
販
買
市
場
は
、
肢
に
抽
出
め
特
定
さ
れ
て
奥
へ
ら
れ
て
お
る
べ
き
筈
で
め

る
。
蓋
し
、
製
品
販
責
の
可
能
が
前
提
さ
れ
や
に
企
業
の
建
設
が
問
題
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
あ
り
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
共
の
市
場
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
に
製
品
を
販
責
す
る
揚
合
に
、
共
の
製
造
企
業
の
牧
利

佐
を
決
定
す
る
諸
国
子
の
中
仁
て
、
所
在
地
闘
係
に
影
響
せ
ら
れ
る
も
の
の
み
を
取
上
げ
て
見
る
に
、
共
の
所
在

地
闘
係
因
子
の
一
切
炉
、
夫
ム
ザ
に
、
杢
囲
内
の
無
限
の
地
直
営
ば
、
共
の
牧
利
埴
性
に
闘
し
て
、
無
数
の
段
階
に
等

手
イ
ノ

b
j
F
D
P

、
'

h

H

E

b

司

、

f
J
A
E

才
、
コ
ー
し
、

J

プ
u
v
q
p
hノ
'
〉

o

h
寸
F
J
M
U
)

、二
M
U
q
v
m
b
ι

可
同
町
、
ヒ
、
ヲ
二
1

目
師
、
仁
、
〕
ド
ド
ヰ
1

、いし、〉

h
m
J
k
r
j
L
d
，
L
j
i
dイ
〆

L
t
H
;
j
v
i
O
4

非
a
Z
U
4
ヨ
l
J口

m

L

1

4」
Y
U
J
H
当

主

Y
U
・2
E
F

主ノ

U一

生
産
方
法
、
共
の
規
模
が
肢
に
所
輿
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
見
れ
ば
、

嘗
該
企
業
の
耽
利
性
を
決
定
す
名
所
在
地

闘
係
因
子
の
中
に
て
、
た

r若
干
の
因
子
の
み
が
、
特
定
の
地
方
に
就
い
て
、
金
園
的
に
、
特
段
な
る
卓
越
的
牧

利
趨
性
を
示
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
如
何
な
る
因
子
が
、
如
何
な
る
地
方
に
就
い
て
然
る
か
は
、
正
確
な
る
一

般
的
立
言
を
許
す
こ
と
で
な
い
け
れ
ど
も
、
特
定
企
業
に
闘
し
で
は
、
会
闘
の
一
定
地
方
の
上
に
、

一
定
の
所
在

地
聞
係
因
子
の
み
が
特
段
な
る
牧
利
適
性
伝
示
す
も
の
で
め
る
こ
と
が
一
般
的
に
承
認
さ
れ
得
る
。
爾
齢
の
所
在

地
闘
係
因
子
は
、
狭
き
地
直
間
的
範
域
内
に
就
い
て
こ
そ
、
各
地
直
結
に
就
い
て
著
し
き
牧
利
遁
性
上
の
差
別
を

一
不
す
け
れ
ど
も
.
全
国
的
に
こ
れ
を
見
れ
ば
、
英
の
因
子
が
特
段
に
卓
越
し
に
る
欣
利
趨
性
を
示
す
と
い
ふ
地
方

を
特
守
ん
す
る
こ
と
が
無
い
の
で
あ
る
。

然
る
事
情
の
下
に
於
い
て
は
、
新
し
く
特
定
企
業
の
震
に
経
管
所
在
地
を
選
定
す
る
に
就
い
て
、

一
切
の
所
在

地
闘
係
耽
利
性
因
子
の
綜
令
的
作
用
の
結
果
と
し
て
最
大
の
有
利
性
を
示
す
地
直
勤
を
ぱ
、
無
限
の
金
岡
地
直
勤



の
上
に
探
索
す
る
こ
と
を
錫
さ
守
し
て
、
先
づ
、
共
の
牧
利
適
性
に
就
き
て
地
方
的
に
特
段
に
有
利
な
る
所
在
地

闘
係
を
有
す
る
所
の
因
子
の
み
を
取
上
げ
て
、
こ
れ
ら
若
干
因
子
の
箇
々
が
一
不
す
所
の
最
高
の
目
的
趨
会
地
方
の

数
箇
を
以
て
、
所
在
地
設
置
候
補
地
方
と
定
め
、
然
る
後
に
英
の
岩
干
地
方
の
夫
'
阜
の
範
囲
内
に
て
、
更
に
、
一
切
の

所
在
地
闘
係
因
子
に
就
い
て
共
の
綜
合
的
作
用
を
明
か
に
し
て
、
具
盟
的
会
檀
的
に
最
高
の
目
的
適
合
性
を
示
す

地
匝
輸
を
覚
め
、
か
く
て
得
ら
れ
る
こ
れ
ら
数
箇
の
地
匝
結
の
比
較
に
よ
っ
て
最
後
の
決
定
を
な
す
こ
と
が
、
最
も

簡
便

E
つ
合
理
的
な
る
所
在
地
選
定
方
法
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
所
在
地
選
定
問
題
の
上
に
、
地

方
間
的
問
題
範
時
と
地
匝
問
的
問
題
範
時
と
の
分
か
れ
る
根
擦
が
有
る
。
要
言
す
れ
ば
、
各
箇
の
特
定
企
業
の
立

場
か
ら
見
れ
ば
、

E
1
こ
野
ず

5
好
」
正
也
同
系
出
円
'
文
可
全
日
子
h
リ

h
a
こ
て
、

‘
d
l
3
一
，

f
干

1
E
f
t
H
1
f
1
4
L
I
l
u

地
直
問
的
に
の
み
意
味
そ
有
す
る
も

の
と
、
地
方
間
的
に
の
み
意
味
乞
有
す
る
も
の
と
の
、
差
別
が
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
が
重
要
な
黙
で
あ
る
。

最
後
に
、
経
管
所
在
地
選
定
の
問
題
は
、
問
題
の
動
態
的
性
質
に
著
眼
し
て
、
更
に
二
つ
の
範
曜
に
分
か
れ
る

の
で
あ
る
。
即
ち
、
経
管
新
設
の
場
合
の
選
定
で
あ
る
か
、
或
は
岐
に
従
来
迎
倍
さ
れ
て
来
た
就
業
中
の
経
替
に

就
き
て
、
改
め
て
共
の
所
在
地
の
目
的
埴
合
性
が
吟
味
さ
れ
て
、
そ
れ
の
移
植
特
に
闘
す
る
考
慮
が
起
こ
る
場
合
の

選
定
で
あ
る
か
に
依
っ
て
、
問
題
の
貫
質
的
意
味
が
具
る
の
で
あ
る
o

惟
ふ
に
、
経
管
所
在
地
の
牧
利
適
性
を
制
約
す
る
諸
事
情
は
、
時
日
の
動
〈
に
件
っ
て
共
の
性
質
ぞ
擾
化
す
る

こ
と
を
免
れ
無
い
。
こ
こ
に
於
い
て
、
経
省
所
在
地
の
移
植
特
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る

場
合
の
所
在
地
選
定
の
問
題
は
、
経
比
呂
新
設
の
場
合
の
問
題
に
見

F
る
所
の
別
箇
の
因
子
に
就
い
て
色
、
併
せ
て

工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
ず

九
五

第
四
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一
巻
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工
業
に
於
げ
る
粧
品
管
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
審

一
九
円
。
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四
披

カA
ムノ、

考
慮
を
要
求
す
る
。
こ
こ
に
粧
替
所
在
地
選
定
問
題
が
叉
二
つ
に
分
か
れ
る
根
擦
が
有
る
。

三
、
工
業
的
鰹
替
の
所
在
地
選
定
の
問
題
が
戚
立
す
忍
根
撮

物
財
の
加
工
的
産
出
の
七
め
に
、
所
要
の
物
的
手
段
を
具
装
し
た
る
人
聞
を
素
材
と
し
て
形
成
さ
れ
る
一
定
秩

序
の
作
業
組
織
に
る
工
業
的
粧
品
九
日
は
、
翠
に
共
の
限
り
に
て
こ
れ
か
観
れ
ば
一
つ
の
造
物
技
術
的
、
乃
至
生
産
技

術
的
存
夜
で
め
る
。

し
か
し
、
現
代
の
程
梼
枇
舎
に
で
右
の
如
き
工
業
的
経
替
が
設
置
、
維
持
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
は
、
槙

本
に
於
い
て
こ
れ
を
制
約
す
る
資
本
家
的
替
利
の
目
的
が
共
の
基
礎
に
な
っ
て
ゐ
る
。
故
に
、
工
業
的
盤
替
は
此

の
見
地
か
ら
こ
れ
を
観
れ
ば
、
そ
れ
は
一
つ
の
枇
利
技
術
的
存
在
で
め
る
。

前
者
の
性
格
は
、
後
者
の
性
格
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
礎
と
し
て
、
雨
者
の
聞
に
密
接
の
闘
聯
が
あ
る
け
れ

E

色
、
と
も
か
く
も
、
現
代
の
工
業
的
経
替
は
右
の
如
き
二
重
的
性
格
を
有
す
る
こ
ん
』
に
英
の
本
質
を
有
し
て
ゐ
忍

志
の
で
あ
る
。
而
・
也
、
現
貫
の
吐
曾
的
、
歴
史
的
現
象
と
し
て
の
工
業
的
粧
品
同
に
於
い
て
は
、
後
者
の
志
の
が
決

定
的
重
要
性
を
有
し
て
ゐ
る
。

然
る
に
、
経
品
目
が
何
慮
に
所
在
す
る
か
、
郎
ち
経
替
の
所
在
地
的
事
情
と
い
ふ
も
の
は
、
耽
利
技
術
的
存
在
と
し

て
の
経
替
の
目
的
遁
A
口
性
の
口
問
度
を
直
接
に
制
約
す
る
、
他
の
凡
ゆ
る
要
素
に
劃
し
て
、
何
等
か
の
程
度
に
影
響

を
典
へ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
此
の
関
係
に
於
い
て
生
中
る
糎
管
諸
要
素
へ
の
影
響
を
し
て
、
最
も
高
〈
耽
利

E. D. Jones， The Administration of Industrial Erlte';"prises， p. 37・



目
的
適
合
的
な
ら
ん
め
得
る
如
き
位
置
的
闘
聯
の
上
に
、
経
朗
自
所
在
地
ぞ
選
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
現
買
に
経

替
の
設
置
せ
忘
れ
る
場
合
に
於
い
て
、
問
題
と
し
て
現
は
れ
る
課
け
で
あ
る
。
企
業
の
経
曲
目
経
済
皐
に
於
い
て
艦

替
所
在
地
選
定
問
題
が
成
立
す
る
場
合
の
貫
質
的
根
擦
は
、
賓
に
こ
こ
に
存
し
て
ゐ
る
。

即
ち
、
工
業
的
経
笹
の
所
在
地
選
定
問
題
が
成
立
す
る
の
は
、
単
純
に
、
所
在
地
開
係
の
如
何
に
よ
っ
て
超
管

の
生
産
技
術
的
趨
A
口
性
の
口
叩
度
が
制
約
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
直
接
の
根
擦
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。

1
f

一

〈
其
の
根
擦
は
、
経
替
の
牧
利
技
術
的
存
在
た
る
性
格
に
関
係
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
こ
と
は
、
勿
論
自

明
の
事
で
あ
る
が
、
極
管
所
在
地
選
定
問
題
の
超
倍
程
糟
撃
的
意
義
を
明
か
に
す
る
闘
係
か
ら
は
、
甚
だ
重
要
の

こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
如
〈
、
岡
民
経
済
摩
的
工
業
所
在
地
誌
は
、

ア
ル
戸
プ
レ
ッ
ド
・
ヲ
エ
!
〆

1
釦
研
究
仁
よ
り
吃
最
も
裸

刻
な
る
影
響
を
受
け
た
。
此
の
ウ
'
エ

I
バ
!
の
議
論
は
、
慶
一
手
園
民
経
掛
的
瞳
制
の
中
に
於
け
る
工
業
的
生
産
の

地
方
的
分
布
を
決
定
す
る
因
果
的
法
則
を
、
遊
離
化
的
方
法
に
依
っ
て
理
論
的
に
把
握
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
此
の
場
合
に
於
い
て
、
先
づ
ク
』
!
バ

l
の
研
究
的
興
味
の
掛
象
と
な
っ
た
も
の
は
、
工
業
的
生
涯
の
地
方

的
分
布
法
則
に
闘
し
て
、
特
別
の
経
済
的
、
世
合
的
形
態
に
依
存
せ
ぎ
る
所
の
一
般
的
理
論
を
建
設
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

右
の
如
き
立
場
か
ら
京
市
る
必
然
的
障
結
と
し
て
、
共
の
理
論
的
究
明
の
過
程
は
、
先
づ
経
替
を
草
純
に
生
産
技

術
的
存
在
と
し
て
の
性
格
の
み
に
於
い
て
概
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
〈
て
、
生
産
所
在
地
を
決
定
す
る
原
因

工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻
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丸
八

カ
を
探
索
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
経
管
に
於
け
る
生
産
技
術
的
過
程
炉
、
分
析
き
れ
た
の
で
あ
る
抗
、
そ
こ
で

は
、
営
然
の
結
果
と
し
て
、
単
に
、
生
産
技
術
的
過
程
に
礎
生
す
お
費
用
上
の
闘
係
、
却
も
、
費
用
利
益
(
同
g
R
E

〈
O
円
円
企
庁
)
或
は
費
用
上
の
節
約
(
内
一
日
開
吋
岳
山
「
口
一
回
目
口
同
o
m
Rロ
)
の
み
が
、
所
在
地
決
定
因
子
百
件
伊
豆
o
E
p
r
g円)

在
し
て
摘
唆
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

-
y
z
l
j
!
の
工
業
所
在
地
論
に
て
、
思
い
費
用
的
事
情
の
み
が
所
在
地
決
定
因
子
と
し

τ把
握
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
は
‘
立
論
の
基
礎
と
な
れ
る
7
1
1
バ
!
の
桝
究
的
興
味
の
本
質
に
制
約
ぎ
れ
に
蛍
然
の
蹄
結
で
あ
る
。

工
業
に
於
付
弔
経
瞥
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
繕

五
回

第
四
務

し
か
し
、
翻
っ
て
企
業
の
樫
替
蛭
梼
墜
的
見
地
か
ら
経
脅
所
在
地
の
問
題
が
起
こ
る
の
を
見
て
、
若
し
、
そ
れ

は
皐
に
、
軽
替
所
在
地
の
位
置
闘
係
が
、
経
管
に
於
げ
る
費
用
に
劃
し
て
影
響
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ

を
の
み
に
根
接
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
共
の
認
識
は
正
確
で
あ
る
と
い
は
れ
難
い
。

既
に
組
ベ
七
る
如
〈
、
現
代
の
工
業
的
経
替
は
、
原
則
と
し
て
企
業
と
い
ふ
融
合
的
過
程
の
中
仁
於
い
て
の
み

設
置
せ
ら
れ
、
維
持
せ
ら
れ
る
。
卸
ち
、
資
本
的
替
利
賓
現
の
手
段
的
用
具
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
と
い
ふ
乙
と

が
、
現
代
の
現
質
的
、
世
曾
的
現
象
に
る
工
業
的
経
替
に
と
り
て
、
最
も
決
定
的
な
る
性
格
で
あ
る
。

然
る
に
、
替
利
賞
現
の
手
段
的
用
具
と
し
て
の
工
業
的
経
径
の
目
的
適
合
性
の
口
問
度
を
制
約
す
る
要
素
と
な
る

も
の
は
、
決
し
て
皐
純
に
、
経
替
に
於
い
て
殺
生
す
る
費
用
の
み
で
は
無
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
な
ほ
他
に
二
つ

一
つ
は
、
経
替
の
給
付
寸
る
生
産
物
の
市
場
的
債
値
、
即
ち
、
経
品
川
目
に
於
げ
る
組
批
判
甘

(
明
『
】
由
同
)
で
あ
り
、
他
の
一
っ
と
し
て
は
、
費
用
と
同
じ
く
、
経
替
に
於
け
る
債
値
喪
失
(
〉

Z
Z
E己
)
の
原
因
た
る

の
種
類
の
要
素
が
め
る
。

I高，eber，a. a. O. S. 24 
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る
の
に
し
て
、
而
も
費
用
の
如
〈
目
的
に
規
定
さ
れ
た
る
も
の
に
非
る
所
の
『
危
険
』
が
有
る
。
印
ち
、
少
く
と

色
、
費
用
の
減
少
と
線
牧
得
の
榊
大
と
い
ふ
こ
と
と
が
、
牧
利
技
術
的
用
具
と
し
て
の
程
替
の
設
置
、
迩
月
日
に
於

げ
る
棋
本
的
原
理
で
あ
ふ
i
o

然
る
け
い
、
艦
符
所
在
地
の
位
置
闘
係
と
い
ふ
も
の
は
、
具
睡
的
に
こ
れ
を
見
れ
ば
、
単
に
経
管
に
於
け
る
費
用
の

後
生
を
規
定
す
る
の
み
の
も
の
で
は
な
く
て
、
其
の
耽
符
及
び
危
険
の
二
要
素
に
謝
し
て
も
亦
影
響
を
奥
へ
る
場

合
の
有
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
経
替
経
棒
皐
的
見
地
に
於
い
て
経
替
所
在
地
漣
定
の
問
題
が
起
こ
る
の

は
、
決
し
て
躍
に
、
費
用
に
劃
す
る
経
符
所
布
地
の
制
約
闘
係
の
み
に
根
接
す
る
事
で
は
無
く
て
、
臨
替
に
於
け
る

枇
持
及
び
危
険
に
針
す
る
所
住
地
の
闘
係
が
.
こ
れ
に
闘
し
て
別
に
同
じ
く
重
要
な
意
識
含
有
寸
る
4

む
の
で
あ

z。

回
、
工
業
的
鰹
替
の
所
在
地
因
子

前
段
に
述
べ
に
る
如
〈
、
工
業
的
経
管
の
所
在
地
の
選
定
が
問
題
に
な
っ
て
宮
市
る
の
は
、
工
業
的
企
業
の
牧
利

性
口
叩
度
が
経
替
所
在
地
の
位
置
闘
係
に
制
約
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
主
に
根
擁
し
て
ゐ
る
。

故
に
、
此
の
問
題
に
劃
す
る
合
理
的
解
決
の
方
法
と
し
て
は
、
其
の
研
究
過
程
の
第
一
段
階
に
於
い
て
、
先
づ

次
の
こ
と
を
明
か
に
せ
ば
な
ら
ぬ
。

ぞ
か
は
、
艦
管
の
所
在
地
関
係
が
企
業
の
牧
利
性
品
度
に
影
響
を
奥
へ
る
機
構
如
何
と
い
ふ
事
、
換
言
す
れ
ば
、

企
業
的
過
程
に
出
現
す
る
如
何
な
る
因
子
を
媒
介
に
し
て
、
企
業
牧
利
性
口
叩
度
に
劃
す
る
腫
管
所
在
地
の
順
逆
の

工
業
に
於
げ
る
経
磐
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
時
酬

丸
丸

第
四
十
一
巻

Yi. 
附

= 
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工
業
に
於
げ
る
経
瞥
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

現
四
四

第
四
披

O 
O 

影
響
な
る
も
の
が
惹
起
さ
れ
る
に
至
る
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
右
の
闘
係
を
知
り
得
る
な

S
ば
、
始
め
て
J
」
れ
を

基
礎
に
し
て
、
ぞ
れ
ら
の
諸
国
子
が
最
も
好
〈
牧
利
性
目
的
に
適
合
す
る
作
用
を
矯
し
得
べ
き
有
り
方
を
確
保
す

る
地
賄
に
、
共
の
所
在
地
を
選
定
す
る
と
い
ふ
仕
方
・
の
令
理
的
解
決
に
、
到
著
す
る
こ
と
が
出
来
る
誇
け
で
あ
る
。

右
の
如
き
所
在
地
選
定
方
法
に
於
い
て
、

一
定
の
地
動
を
経
管
所
在
地
と
し
て
決
定
せ
し
め
る
考
慮
の
基
礎

E

な
る
因
子
の
こ
と
を
、
所
在
地
因
子

3
S
E
2
g
p
w
g『

2
f
F
R
5
2
F

肢
に
前
段
に
於
い
て
論
じ
仁
所
で
あ
る
が
、

凡
そ
企
業

E
し

τ楼
・
ま
れ
る
経
絡
|
公
尖
事
業

2
し
て
駄
目
ま
れ
る

経
替
に
於
い
て
は
事
情
が
異
る

l
に
就
い
て
共
の
所
在
地
を
選
定
す
る
場
合
の
目
標
は
、
決
し
て
、
単
純
に
費
用
の

節
約
に
在
る
の
で
は
な
い
。
ま
こ
と
に
経
管
経
済
撃
に
於
げ
る
軽
管
所
在
地
論
の
核
心
的
問
題
は
、
経
管
所
在
地

の
制
約
を
受
け
る
範
圏
内
に
て
、
企
業
の
最
高
可
能
的
牧
利
遁
合
性
を
確
保
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
存
し
て
ゐ

L
。

右
の
如
き
、
経
轡
経
掛
皐
的
所
在
地
問
題
の
本
質
に
帥
醸
し
て
所
在
地
因
子
を
探
索
す
る
矯
に
は
、
先
づ
企
業

過
程
の
分
析
に
よ
っ
て
、

一
般
に
企
業
の
枇
利
牲
を
制
約
す
る
基
礎
的
闘
聯
を
閏
明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
は
所
在
地
因
子
の
探
索
令
-
統
一
的
、
杢
面
的
な
ら
し
め
る
矯
の
要
件
で
あ
る
。

エ
業
的
企
業
の
牧
利
性
は
一
一
般
に
、
企
業
過
程
に
出
現
す
る
三
つ
の
範
曙
の
債
値
運
動
の
綜
合
的
作
用
に
よ
っ

七
決
定
さ
れ
る
。
第
一
の
債
値
運
動
は
目
的
失
費

(
N
Z
n
r
z
Eヨ
ヨ
宮
門
〉
ロ
雪
印
=
ι
)
た
る
費
用

(
F】
国
宮
口
)
で
あ

h
J
、
第
二
の
債
値
運
動
は
経
轡
の
給
付
(
戸
町
宮

5m)
た
る
生
産
物
市
場
債
値
又
は
牧
得
(
開
ユ
G

印
)
で
あ
り
、
第
三

の
債
値
運
動
は
目
的
外
的
失
費

(
N
z
n
r
'
i
E
m
m円
〉
Z

予
言
=
ュ
)
、
偶
然
的
失
費
た
る
危
険

(
H
N
-出
回

rs)
で
め
る
。

1) J. Weind1ing， Stnndort unrl 'Stnndortsbewegung in 加 lC.o.rkindustTiè'~ S. 11. 

2) L<iI ner， a. a. O. S. 97. 
Hellauer， Kalkulation in Handel und Industrie， S. 26. 



即
ち
、
企
業
の
牧
利
性
は
以
上
の
三
つ
の
債
値
運
動
の
綜
合
的
作
用
、
換
言
す
れ
ば

(
痔
お
)
l
(期
迫

)
l
(砕
薄
)

1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
iの
式
に
て
示
さ
れ
得
る
綜
合
的
債
値
運
動
闘
係
の
制
約
す
る
所
で
あ
る
。

(蹴

M
T
)

費
周
及
び
牧
得
の
二
つ
の
債
値
運
動
が
企
業
の
牧
利
性
を
制
約
す
る
こ
と
は
、
企
業
過
程
の
本
質
に
属
す
る
自

明
の
闘
聯
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
賓
際
的
閥
聯
に
於
い
て
は
、
更
に
第
三
債
値
運
動
範
曙
た
る
危
険
が
此
の
場
合
に

参
加
し
て
、
企
業
の
牧
利
性
に
影
響
を
奥
へ
る
こ
と
を
認
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

盗
難
、
火
災
、
地
震
、
市
場
整
動
、
等
'
伊
種
冷
な
る
自
然
的
、
一
枇
曾
的
事
件
を
内
容
と
す

ι目
的
外
的
原
因
に

よ
り
て
、
偶
然
的
に
毅
生
す
る
債
値
喪
失
(
〉
三

Z
E
)
が
夫
今
に
、
何
等
か
の
程
度
に
て
、
企
業
の
牧
利
性
を

段
損
す
る
と
い
ふ
現
象
を
企
業
過
程
に
於
い
て
絹
針
に
防
渇
す
る
の
は
不
可
臨
の
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
、
寅

際
的
闘
聯
川
町
一
佐
賀
で
め
る

2
レ
は
ね
ば
な
ら
向
。
こ
と
仁
生
や
ヲ
屯
街
値
喪
失
は
齢
勿
論
.
費
用
の
範
暗
に
属
す
る

も
の
で
は
無
い
け
れ
ど
も
、
同
じ
く
企
業
の
牧
利
性
に
影
響
を
輿
ふ
べ
き
性
質
の
債
値
運
動
と
し
て
、
こ
れ
を
無

税
す
る
こ
左
は
許
さ
れ
無
い
。

さ
て
、
工
業
的
企
業
の
牧
利
性
が
、
共
の
基
礎
的
闘
聯
に
於
い
て
は
、
右
の
三
つ
の
範
鴫
の
債
値
運
動
仁
よ
っ

て
制
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
惹
い
て
は
又
、
経
替
所
在
地
の
牧
利
迫
性
が
依
存
す
る
箇
ム
干
の
因
子
色
、
畢

蒐
は
共
の
三
つ
の
範
曜
の
債
値
運
動
過
程
の
中
に
、
包
括
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
己
主
が
分
か

る
の
で
あ
る
。

今
、
以
上
の
認
識
に
立
脚
し
て
経
管
所
在
地
因
子
の
何
た
る
か
を
把
握
す
る
に
嘗
た
り
、
な
ほ
注
意
を
要
す
る

こ
と
は
、
初
め
に
論
究
し
た
る
如
き
経
管
所
在
地
選
定
問
題
の
範
域
の
差
に
従
っ
て
、
夫
冷
の
範
域
に
劃
し
て
意

ヱ
棄
に
於
げ
る
経
傍
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

第
四
務

O 

五
四
五
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工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

五
四
六

第
四
波

。I

味
を
有
す
る
箇
々
の
所
在
地
因
子
が
、
具
躍
的
に
は
必
し
も
同
一
の
も
の
で
な
い
と
い
ふ
こ

k
で
あ
る
。

か
や
う
に
、
所
在
地
因
子
の
探
索
上
に
問
題
の
範
域
決
定

k
い
ふ
こ
と
が
重
要
な
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
。
し
か

し
、
就
中
普
通
に
起
こ
る
問
題
範
域
は
、
位
置
的
闘
聯
の
地
域
的
贋
が
り
か
ら
い
へ
ば
、
先
づ
圏
内
的
問
題
で
あ

hJ
、
叉
問
題
内
容
の
動
態
的
意
義
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
艦
管
新
設
の
場
合
に
起
こ
る
所
の
問
題
で
め
る
。

而
し
て
、
間
内
的
選
定
問
題
と
し
て
色
、
最
初
に
起
こ
る
も
の
は
、
最
も
虞
き
地
域
的
範
固
に
就
い
て
、
候
補

的
所
在
地
恥
一
決
定
寸
る
所
の
、
地
方
問
的
所
在
地
川
崎
定
問
趨
で
あ
る
。

以
下
、
工
業
的
企
業
に
於
け
る
樫
管
新
設
の
場
合
の
地
方
間
的
所
在
地
選
定
問
題
に
就
い
て
、

含
有
す
る
所
在
地
因
子
の
何
た
る
か
を
考
察
し
た
い
。

蕊
に
問
題
の
範
域
を
工
業
的
部
門
の
上
に
限
定
し
て
も
、
生
産
方
法
や
生
産
規
模
や
の
差
異
に
従
っ
て
具
韓
的

所
在
地
因
子
を
異
に
す
る
の
だ
か
ら
、
問
題
が
具
臨
性
を
増
す
に
従
っ
て
一
般
的
考
察
が
直
接
の
意
味
を
有
せ

F

る
や
う
に
な
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
叉
、
そ
こ
ま
で
問
題
を
具
開
化
せ
し
め
や
に
、
一
般
的
見
地
に
於

い
て
所
在
地
因
子
の
探
索
を
行
ふ
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

-
き
て
、
最
初
に
述
ぺ
た
る
如
く
、
所
在
地
因
子
の
令
理
的
探
索
方
法
と
し
て
は
、
企
業
過
程
に
現
は
れ
る
三
つ

一
般
的
に
意
味

の
範
曙
の
債
値
運
動
現
象
に
就
い
て
の
分
析
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

第
一
に
、
費
用
と
し
て
の
債
値
運
動
を
取
上
げ
る
。
費
用
は
、
一
般
に
何
等
か
の
目
的
活
動
が
意
志
的
に
負
櫓

す
る
所
の
手
段
的
債
値
喪
失
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
費
用
後
生
源
の
内
容
に
如
何
な
る
貨
質
的
項
目
が
含
ま
れ
る
か

を
知
る
に
は
、
企
業
と
し
て
替
ま
れ
る
職
能
活
動
の
何
た
る
か
を
検
出
す
る
必
要
が
有
る
。



工
業
的
企
業
の
活
動
過
程
に
現
は
れ
る
職
能
部
門
の
何
た
る
か
を
、
共
の
成
立
の
本
質
的
順
序
に
従
っ
て
分
析

.
す
れ
ば
、
次
の
諸
職
能
に
別
け
る
こ
・
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
①
資
金
の
調
達
、
③
生
産
設
備
及
び
原
料
其
の
他
諸

材
料
の
調
達
、
①
人
的
手
段
の
調
達
、
@
生
産
過
程
、
⑦
生
産
物
の
販
責
及
び
運
搬
、
①
公
的
義
務
即
ち
公
課
負
措
。

以
上
の
諸
職
能
過
程
炉
、
夫
今
に
固
有
の
原
因
に
で
手
段
的
使
値
喪
失
印
ち
費
用
を
惹
起
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
費
用
に
就
き
て
、
所
在
地
の
地
方
間
的
差
遠
に
依
り
て
並
行
の
節
約
可
能
が
決
定
さ
れ
る
種
類
の
貫
質
的

項
目
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ク
且
・
l

j

!
炉
国
民
超
持
準
的
見
地
に
立
ち
て
工
業
所
在
地
論
を
試
み
た
る
場
合
に
、
費
用
的
債
値
運
動
を
以

て
唯
一
の
所
在
地
因
子
と
な
し
に
る
こ
と
は
既
に
述
べ
に
所
で
あ
る
が
、
共

ω世
相
に
一
般
的
所
在
地
図
子
に
る
授

朋
mw
明
巨
と
し
て
司
一
一
臨
分
析
の
品
群
に
指
摘
し
十
い
る
斯
mw
も
必
は
次
臼
先
く
で
あ
る
c

①
土
地
費
、
@
建
物
、
機
械
、
設
備
費
(
定
著
物
的
資
本
費
コ
①
材
料
、
動
力
素
調
達
費
、
@
捗
働
費
、
①
連

世
費
、
@
利
子
費
、
⑦
定
著
資
本
消
却
分
。

地
方
間
的
分
散
決
定
因
子
と
し
て
費
用
的
債
値
逗
動
を
取
上
げ
る
場
合
に
、
右
の
列
奉
は
殆
ん
ど
主
要
な
る
項

目
を
把
握
し
壷
し
て
ゐ
る
と
い
へ
る
。
し
か
じ
、
こ
れ
を
蛭
骨
盤
掛
皐
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
な
ほ
更
に
、
地
方

問
的
に
意
味
含
有
す
る
所
在
地
因
子
た
る
費
用
項
目
'
と
し
て
、
公
課
の
負
措
、
即
ち
租
枕
の
率
が
行
政
直
域
の
差

に
よ
り
て
必
し

S
同
一
な
ら
ぎ
る
こ
と
、
ぞ
附
加
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

エ
業
的
企
業
の
牧
利
性
を
制
約
す
る
第
二
債
値
逗
動
範
鴫
た
る
肱
得
、
師
ち
生
産
物
市
場
債
値
の
方
面
に
て
、

所
在
地
閥
係
の
影
響
を
受
け
る
事
情
と
し
て
は
次
の
結
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
卸
ち
、
同
一
種
類
の
生
産

ヱ
業
に
捻
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
容

第
四
時
踊

O 
エヨエ

五
闘
士

3 
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工
業
に
於
げ
昌
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

五
四
八

第
四
披

O 
四

物
に
就
き
て
、
そ
の
同
一
量
に
劃
す
る
同
一
額
の
生
産
費
を
使
用
し
て
も
、
所
在
地
の
位
置
闘
係
の
如
何
に
よ
っ

て
は
生
産
物
の
市
場
債
値
二
即
も
牧
待
に
高
低
の
差
の
生
や
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
分
類
的
に
考
察
す
れ
ば
衣

の
如
き
も
の
で
あ

d

る。

①
水
質
、
地
質
、
気
候
共
の
他
の
自
然
的
閥
係
、
乃
査
は
叉
、
原
料
産
地
或
は
消
費
市
場
と
生
産
所
在
地
と
の

交
通
的
接
鯛
闘
係
等
の
如
き
技
術
的
、
物
的
原
固
い
基
い
て
、
同
一
の
生
産
費
が
、
他
の
所
在
地
の
生
産
に
比
較

的
優
越
ぜ
&
良
賞
の
生
産
物
台
市
場
に
供
給
し
符
る
場
合
が
あ
る
c

①
)
定
の
地
方
が
長
〈
傭
統
的
に
或
る
租
瓶

の
生
産
物
の
良
質
産
地
と
し
て
の
名
聾
を
保
ち
来
れ
る
如
き
枇
命
日
的
原
因
に
て
、
共
の
地
方
の
生
産
物
が
他
地
方

の
生
産
物
に
較
べ
、
同
額
の
生
産
費
を
費
し
な
が
ら
も
一
一
層
高
き
市
場
債
値
を
持
つ
場
合
が
あ
ふ
。
こ
れ
は
前
項

①
に
遮
ペ
七
る
技
術
的
、
物
的
原
因
に
基
〈
所
が
多
く
て
も
、
作
用
と
し
て
は
別
に
濁
立
の
意
義
を
有
す
と
い
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。
①
消
費
市
場
に
接
近
せ
る
所
在
地
の
位
置
闘
係
炉
原
因
に
て
、
殺
誌
の
迅
速
、
及
び
生
産
物
の
品
質

に
劃
す
る
需
要
者
の
要
求
に
一
一
暦
善
〈
趨
合
し
得
る
等
の
結
果
が
起
こ
り
、
惹
い
て
、
然
ら

F
る
所
在
地
闘
係
の

艦
管
に
比
較
す
れ
ば
、
割
高
の
生
産
物
債
値
を
獲
得
す
る
こ
と
の
出
来
る
場
合
が
あ

ι。
各
種
修
繕
工
業
、
電
機

業
共
の
他
の
家
屋
仕
附
工
業
等
は
共
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
現
は
れ
る
利
益
は
、
一
臆
費
用
の
上
の
利
益
に
還
元

し
得
る
が
如
く
な
る
も
、
そ
れ
の
不
可
能
な
る
場
合
も
あ
る
。

工
業
的
企
業
の
牧
利
性
に
劃
す
る
第
三
の
制
約
的
要
素
た
る
危
険
の
殺
生
原
因
は
、
極
め
て
共
の
種
類
が
複
雑

.
で
あ
り
、
箇
冷
の
後
生
原
因
は
夫
冷
に
特
殊
の
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
現
今
の
園
民
経
済
的
批
舎
に
於

い
て
は
、
地
方
間
的
に
差
異
を
有
す
る
所
の
枇
曾
的
原
因
に
基
〈
危
険
は
殆
ん
E
存
在
し
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、

5) Hirsch， a. a. o. SS. 184-185・
6) We!ndling， a. a. O. S・9



自
然
的
原
因
に
属
す
る
志
の
は
、
此
の
場
合
口
看
過
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
危
険
の
自
然
的
原
因
と
し
で
主
な
る

6
の
に
は
、
地
震
、
噴
火
、
山
崩
れ
、
地
と
り
、
暴
風
雨
、
洪
水
、
高
潮
等
ι
ア
ゲ
-
数
へ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
ら
の
中
に
て
、
若
干
の
る
の
は
、
夫
冷
の
聞
情
に
従
っ
て
、
危
険
殺
生
の
地
方
問
的
比
較
の
場
合
に
、
こ
れ

を
看
過
し
得
玄
る
も
の
で
あ
る
。
'

以
上
に
、
各
種
の
所
在
地
因
子
炉
-
指
摘
し
て
来
た
け
れ
ど
色
、
こ
れ
ら
の
所
在
地
因
子
が
有
す
る
所
の
煙
管
粧

棟
上
の
利
描
及
び
韓
窓
口
は
、
必
し
色
常
に
、
客
観
的
根
操
に
よ
っ
て
正
確
な
ろ
計
数
的
把
握
を
行
ふ
こ
と
を
許
し

し
か
し
、
共
の
影
響
が
正
確
に
算
定
せ
ら
れ
ぬ
か
ら
と
て
、

一
広
の
外
に
置
く
の
は
大
き
な
諜
つ
で
め
る
。
皐
一
党
、
筒
h
、
の
場
人
川
の
所
在
地
選
定
L
」
い
ふ
こ
Lι

は
.

直
観
的
能
力
に
制
約
さ
れ
る
所
が
甚

r大
き
い
。

は
し
な
い
。

こ
れ
を
経
傍
所
在
地
選
定
の
場
令
に
考

佐
世
位
門
ゾ
ム
H
V
4芋

ノi
訓コ
z
y
f
U
4
f
』

M
F
E

者
に
る
人
の
、

所
在
地
因
子
の
作
用
に
劃
す
る
、

玉
、
結

言

此
の
小
篇
は
、
経
替
麗
梼
皐
的
見
地
に
で
提
出
さ
れ
る
所
の
、
工
業
的
経
替
の
所
在
地
選
定
と
い
ふ
問
題
に
就

い
て
、
共
の
基
本
的
性
質
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
箇
，
伊
の
所
在
地
因
子
の
意
義
及
び
作
用
の
詳
細
な
る
究
明
、

及
び
、
分
析
的
に
把
握
せ
ら
れ
名
所
在
地
因
子
炉
-
綜
合
し
て
、
具
瞳
的
に
箇
ι
干
の
場
合
の
所
在
地
が
選
定
せ
ら
る

ぺ
き
手
績
は
、

又
別
の
機
舎
に
於
い
て
こ
れ
を
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

工
業
に
於
げ
る
経
替
所
在
地
の
選
定
に
就
い
て

第
四
務

。
五

第
四
十
一
巻

五
四
丸
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